








































































































































































































































のような親にとって、 家の中に閉じこもらず 地域に出て、 地域で子育ての仲間を見つけることが大切である。 ０歳児の母親にとって、子育て広場が交流の場として有効であることは、他の研究でも指摘されている( 塚崎・山形・無藤、２００７
) 、 ころころ
の森も、 ０歳児の親にとって、 親同士の交流の場として、 育児の否定的感情を減少させる機能をもつことが明らか なたといえるだろう。
さらに利用頻度に
よって変化に差があるかどうか、はじめて利用した人を除








































































































































しての機能であり、ころころの森 様 なイベントがその機能を担っているといえるだろう。イベント参加率は年々上昇しており、利用者の期待 その分大きいと思われる。学生企画のイベントも好評であり、今後もぜひ続けてほしい。さらに がお客さんとしてイベントに参加するだけでなく 企画す 側に回るなど、ころころの森に主体的な関わりがもてる機会を設けること 必要であろう。利用者 ニーズを把握しつつ、スタッフ、学生、教員、利用者が様々な試みを実現できると理想である。４．おわりに
本調査は、利用者の声を把握し、施設運営の改善に
役立てるための調査である。この調査を通して得られた利用者の声には、適切に答えていかなければならない。第２回調査の結果は、第１回に引き続きおおむね
好評であったが、昨年同様この結果を利用者に報告し、改めてころころの森のよさを利用者と共有することが大切である。またスタッフにとっては、施設の意義、日々の対応を振り返る機会となるだろう。そして子育て支援の研究者である筆者にとっては、 の声から子育て支援の意義や機能を考究する機会に、さらに学生にとっては貴重な実践的な学びの機会 なった。ころころの森が、異なる立場の協働から成り立っていることが、この調査 意味に広が をもたらしくれたといえる。今後はこの結果を行政に報告することを通して、利用者が 地域にこ 施設 あることをどう位置づけてい のか つい も考えていく必要があるだろう。〔引用文献〕服部律子・中嶋律子
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